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一
、
は
じ
め
に

後
　
　
藤
　
　
重
　
　
巳

　
日
清
戦
争
の
終
結
し
た
年
の
翌
年
、
す
な
わ
ち
明
治
二
十
九
年
の
七
月
上
旬
、
豊
後
高
田
町
土
浦
で
商
業
を
経
営
す
る
賀
来
藤
三
郎
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
―
）

神
惟
清
は
、
今
本
店
及
び
第
一
支
店
の
商
況
に
関
す
る
「
第
一
回
営
業
報
告
書
」
を
調
製
し
た
。
そ
の
緒
言
に
は
、
次
の
如
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

変
幻
視
雅
裕
リ
ナ
ク
、
橡
メ
将
来
ヲ
測
り
抽
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
蓋
シ
世
ノ
常
態
ナ
リ
。
故
に
能
ク
既
往
ヲ
調
査
シ
以
テ
深
ク
将
来
ヲ
慮

リ
、
慎
重
以
テ
現
勢
ヲ
処
理
セ
サ
ル
時
ハ
、
不
測
ノ
災
害
二
遭
遇
ス
ル
ニ
当
テ
ヤ
、
周
章
狼
貝
、
前
後
ヲ
計
ル
ノ
方
法
ヲ
知
・
フ
ス
ヽ
遂

二
挽
回
シ
能
ハ
サ
ル
悲
惨
ノ
境
遇
二
陥
ル
ニ
至
ル
ペ
シ
、
殊
二
商
業
ヲ
為
ス
者
二
於
テ
尤
モ
然
リ
ト
ナ
ス
。
是
ヲ
以
テ
事
或
ハ
慎
重
ニ

矢
シ
冗
煩
二
走
ル
ノ
嫌
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
既
往
ノ
経
歴
ヲ
調
査
シ
テ
、
之
が
大
体
ノ
記
録
ヲ
作
り
、
及
ヒ
稼
算
ヲ
編
シ
テ
将
来
ヲ

警
戒
ス
ル
コ
ト
、
決
シ
テ
無
益
ノ
業
ニ
ア
ラ
ス
。
否
実
二
其
必
要
甚
シ
ト
ナ
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
子
々
孫
々
ヲ
シ
テ
永
ク
祖
先
カ
親
シ
ク
釈

難
辛
苦
ヲ
宵
メ
テ
家
運
ヲ
隆
盛
ナ
ラ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
ノ
経
歴
ヲ
知
ラ
シ
メ
、
以
テ
彼
等
カ
祖
先
ノ
遺
徳
ヲ
忘
却
シ
徒
ラ
ニ
惰
弱
二
流
レ

奢
侈
二
陥
リ
、
淫
悠
二
耽
ル
ヲ
戒
メ
、
家
運
ヲ
シ
テ
益
永
久
二
繁
栄
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
莫
大
ノ
効
験
ア
ル
ヲ
信
ス
（
中
略
）
。
先
考
ノ
遺
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業
ヲ
継
承
セ
ル
予
、
元
ョ
リ
不
肖
敢
テ
其
任
二
当
ラ
ス
ト
雖
モ
、
其
事
ノ
必
要
ニ
シ
テ
ー
日
も
忽
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
知
ル
カ
政
ニ
、

謹
テ
其
遺
志
ヲ
奉
シ
、
先
ツ
予
カ
始
テ
家
政
経
営
ノ
任
二
当
り
タ
ル
明
治
二
十
九
年
ノ
前
半
期
ヲ
以
テ
第
一
回
ト
ナ
シ
、
爾
後
毎
年
二

回
決
算
其
他
家
政
経
営
上
二
於
ル
諸
般
ノ
報
告
ヲ
ナ
シ
、
其
傍
ラ
祖
先
ノ
遺
シ
賜
ヒ
シ
事
蹟
二
就
キ
テ
、
出
来
得
ル
限
リ
ノ
調
査
ヲ
為
シ
。

之
カ
記
録
ヲ
作
り
、
以
テ
亡
父
ノ
遺
志
ヲ
全
フ
セ
ン
事
ヲ
誓
フ
（
下
略
）
。

　
そ
の
前
年
四
月
に
は
、
日
清
戦
争
の
戦
後
処
理
と
し
て
、
講
和
条
約
（
下
関
条
約
）
が
締
結
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
露
こ
作
ご
仏
に
よ

る
三
国
干
渉
が
行
な
わ
れ
、
十
月
に
は
京
城
事
件
、
二
十
九
年
三
月
に
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
親
露
派
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
、
親
日
原
政
権
が

倒
さ
れ
、
国
内
的
に
は
、
改
進
党
の
結
成
（
三
月
）
・
　
タ
バ
コ
専
売
法
・
製
鉄
所
官
制
法
な
ど
が
公
布
（
四
月
）
さ
れ
仁
こ
と
な
ど
、
国

内
国
外
と
も
に
あ
わ
た
だ
し
い
年
で
あ
っ
た
。

　
玉
浦
賀
末
家
は
、
高
田
新
町
賀
来
家
か
ら
の
分
家
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
賀
来
氏
は
、
も
と
も
と
豊
前
宇
佐
郡
の
名
門
で
あ
り
、
幕
末
期

に
は
、
賀
末
巻
熊
・
賀
来
佐
一
郎
・
睦
三
郎
飛
霞
な
ど
の
科
学
者
を
輩
出
さ
せ
た
学
者
一
統
の
家
系
で
あ
っ
た
。

　
賀
末
氏
は
、
肥
前
島
原
藩
飛
地
時
代
、
江
戸
大
和
年
間
に
は
、
す
で
に
、
こ
の
高
田
で
商
業
を
経
営
し
て
お
り
、
そ
の
店
は
、
本
店
の

外
に
、
二
・
三
の
支
店
を
も
営
み
、
有
力
地
方
商
人
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
て
い
（
に
゜

　
明
治
維
新
と
い
う
国
内
で
・
の
改
革
は
勿
論
と
し
て
、
近
世
以
降
、
我
国
が
初
め
て
体
験
し
た
対
国
外
戦
争
と
し
て
の
日
清
戦
争
は
、
そ

の
勝
利
に
よ
っ
て
、
支
出
戦
費
を
上
回
る
莫
大
な
割
の
賠
償
金
の
流
人
と
、
経
済
膨
張
、
産
業
資
本
へ
の
投
資
育
成
な
ど
に
よ
っ
て
、
急

速
な
社
会
的
変
ぼ
う
を
遂
げ
た
。

　
右
に
か
か
げ
た
、
賀
来
藤
三
郎
の
緒
言
は
、
こ
う
し
た
社
会
・
経
済
の
変
質
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
流
通
に
も
っ
と
も
大
き
く
介
在
す
る

２－



商
人
の
立
場
か
ら
の
貴
重
な
発
言
で
あ
る
。
古
い
家
系
の
中
に
生
き
、
一
方
で
は
、
変
ぼ
う
す
る
新
ら
し
い
社
会
に
如
何
に
対
処
す
る
か

と
い
う
命
題
の
も
と
で
の
、
心
情
の
吐
露
で
も
あ
る
。
以
下
当
期
の
一
地
方
商
人
の
商
況
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

二
、
時
局
の
認
識

さ
て
、
こ
の
第
一
回
営
業
報
告
書
の
内
容
は
三
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
目
次
を
見
よ
う
。

第
一
章
　
王
津
賀
末
家
金
庫

　
第
一
　
商
況
丼
二
金
融

　
第
二
　
処
理
セ
シ
事
件
斟
二
重
要
記
事

　
第
三
　
改
良
進
歩
シ
、
又
ハ
拡
張
シ
タ
ル
諸
点

　
第
四
　
損
益
勘
定
表

　
第
五
　
利
益
分
配
計
算
書

　
第
六
　
賃
借
対
照
表

　
第
七
　
財
産
目
録

第
二
草
卒
本
店

第
一

第
二

商
況

販
路

史
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明
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第
三

第
四

第
五

物
価
祥
二
原
品
ノ
買
入

仕
込

役
目
ノ
異
勘
弁
二
現
在
人
員

　
第
六
　
処
理
セ
シ
要
仲
村
二
重
要
事
項

　
第
七
　
改
良
進
歩
シ
、
又
ハ
拡
張
シ
タ
ル
諸
点

　
第
ハ
　
損
益
勘
定
夫
辨
二
利
益
分
配
計
算
書

　
第
九
　
賃
借
対
照
表

　
第
十
　
財
産
目
録

第
三
章
Ａ
７
第
一
支
店

　
第
一
　
商
況

　
第
二
　
物
価
村
二
商
品
仕
入

　
第
三
　
販
路
村
二
華
客

第
四
　
改
良
進
歩
シ
、
又
ハ
拡
張
シ
タ
ル
諸
点

第
五
　
役
は
ノ
異
動
耕
二
現
員

第
六
　
処
理
セ
シ
要
件
耕
二
重
要
記
事

第
七
　
損
益
勘
定
衷
耕
二
利
益
分
配
計
算
書

第
ハ
　
貸
借
対
照
表

－４－



第
九
　
財
産
目
録

団
時
局
に
対
す
る
認
識

本
報
告
書
は
ヽ
第
二
早
第
一
項
に
お
い
て
ヽ
「
商
況
杵
二
金
融
」
と
題
し
て
’
｛
Ｃ
４
ｖ
概
報
し
て
い
る
・
す
な
わ
ち

明
治
久
拾
七
八
年
ノ
日
清
戦
争
二
於
テ
、
我
軍
犬
勝
利
ヲ
博
シ
タ
ル
結
果
ト
シ
テ
、
俄
二
我
国
経
済
ノ
膨
脹
ヲ
来
シ
、
我
国
ノ
主
要
物

産
タ
ル
米
穀
生
糸
等
ヲ
始
ト
シ
、
諸
物
ノ
価
格
犬
二
昂
進
シ
、
殊
二
櫨
実
木
蝋
等
ノ
如
キ
ニ
至
テ
ハ
、
弐
拾
八
年
末
ョ
リ
廿
九
年
始
ニ

至
ル
ノ
間
、
実
二
殆
ン
ト
壱
倍
ノ
暴
騰
ヲ
ナ
セ
ル
為
ニ
、
農
家
一
般
千
其
余
沢
ヲ
受
ケ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
又
賃
銀
ノ
上
騰
犬
二
労
働

者
ノ
購
買
カ
ヲ
増
進
シ
タ
ル
ガ
為
ニ
、
商
況
一
般
二
盛
況
テ
ピ
ア
、
我
家
ノ
営
業
二
障
ル
醤
油
呉
服
太
物
ノ
売
行
甚
佳
良
ナ
リ
キ
（
下

略
）
。

と
記
し
、
日
清
戦
争
に
お
け
る
勝
利
は
国
内
景
気
を
剌
激
し
、
米
穀
・
生
糸
の
価
格
を
引
き
上
げ
、
な
か
で
も
、
櫨
実
木
蝋
の
値
は
、
二

十
八
年
末
か
ら
二
十
九
年
に
か
け
て
、
急
騰
し
、
農
家
経
済
に
余
沢
を
与
え
、
労
賃
の
上
騰
は
購
買
力
を
増
し
、
日
用
品
の
売
れ
行
き
好

調
で
、
賀
来
家
の
商
況
を
活
発
に
す
る
帖
果
を
導
い
た
。

　
地
域
農
村
経
済
の
好
況
に
支
え
ら
れ
た
商
業
経
済
に
自
信
を
得
た
賀
来
家
で
は
、
金
融
事
情
が
「
大
い
に
緩
漫
ナ
ル
」
を
痛
感
し
た
も

の
の
、
「
農
工
高
志
ク
購
買
カ
ヲ
増
進
シ
タ
ル
ガ
為
」
投
資
と
業
務
拡
張
に
手
を
付
け
た
。
す
な
わ
ち
、
共
立
高
田
銀
行
・
中
津
共
立
銀

行
・
日
本
貿
易
銀
行
・
日
本
貿
易
官
軍
株
式
会
社
等
の
株
を
求
め
、
こ
の
株
金
仏
込
み
を
な
し
、
本
店
業
務
拡
張
の
為
に
、
「
固
定
資
本
」

　
　
　
史
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６－-

　
　
　
明
治
中
期
の
一
地
方
商
人
の
素
顔

に
投
資
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
高
配
一
般
二
盛
況
」
と
思
わ
れ
た
経
済
事
情
も
、
二
十
九
年
春
以
降
、
養
蚕
の
季
節
に
降
雨
が
続
き
、
気
候
不
順
は

麦
の
成
育
を
妨
げ
た
ば
か
り
で
な
く
、
蚕
児
の
発
育
を
も
妨
げ
、
そ
の
収
益
は
極
度
に
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
前
半
期
の
後
半
は
「

人
心
一
般
二
不
安
ノ
念
ヲ
生
シ
、
将
来
ヲ
警
戒
ス
ル
ノ
傾
向
ヲ
生
シ
」
で
、
商
品
の
売
行
は
前
半
期
の
如
く
に
は
行
か
ず
「
不
安
定
ノ
状

態
二
沈
」
松
平
態
と
な
っ
た
。

　
同
対
応
事
項

　
二
十
九
年
二
月
か
ら
、
こ
の
営
業
報
告
書
が
作
成
さ
れ
る
七
月
上
旬
ま
で
の
開
は
、
先
項
で
み
た
如
く
一
時
的
な
戦
後
の
爆
発
的
な

好
景
気
と
、
そ
れ
に
続
く
自
然
的
条
件
に
よ
る
不
況
状
態
へ
の
進
展
の
中
で
、
賀
来
家
で
は
、
時
局
に
対
応
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
講
じ
つ
づ
け
た
。
そ
の
様
子
を
一
覧
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
っ
た
・

二
月
桂
七
日
　
赤
開
閉
三
井
銀
行
支
店
と
の
間
に
軍
事
公
債
額
面
千
百
円
を
担
保
と
し
て
、
千
円
迄
は
、
当
座
引
出
小
切
手
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
退
座
引
出
可
能
契
約
を
結
ぶ
。
保
証
人
賀
来
市
政
。

三
月
七
日
　
　
賀
来
社
太
郎
に
中
津
共
立
銀
行
株
券
四
枚
額
面
二
百
円
を
貸
与
。

三
月
十
目
　
　
共
立
高
田
銀
行
株
式
七
七
株
の
第
五
回
払
込
み
金
五
七
仁
円
五
十
銭
を
払
込
、
一
株
七
円
五
十
銭
。

三
月
廿
七
日
　
中
津
共
立
銀
行
と
の
間
に
、
美
和
村
に
所
有
す
る
地
価
千
円
の
地
所
を
抵
当
と
し
て
千
円
迄
は
当
座
引
出
小
切
手
に
て

　
　
　
　
　
　
退
振
引
出
契
約
を
結
ぶ
。
代
理
大
賀
来
安
次
郎
、
保
証
人
阿
部
内
次
郎
・
賀
来
権
九
郎
。

四
月
八
日
　
　
日
本
貿
易
官
軍
株
式
会
社
株
式
五
十
株
の
第
一
開
拓
込
内
金
と
し
て
百
円
を
払
込
、
一
株
二
円
。



四
月
十
三
日

五
月
四
日

五
月
計
四
日

五
月
廿
五
日

六
月
二
日

六
月
九
日

六
月
十
五
日

日
本
貿
易
銀
行
株
式
二
十
株
の
第
一
回
払
込
金
百
五
十
円
を
払
込
、
一
株
七
円
五
十
銭
。

馬
賊
製
糸
株
式
会
社
株
式
十
五
株
第
一
回
払
込
、
一
株
五
円
。

中
津
紡
績
株
式
会
社
株
式
三
十
株
に
対
す
る
株
式
申
込
証
拠
金
三
十
円
を
支
払
、
こ
の
株
式
は
、
井
上
北
三
郎
引
受
株

式
を
渡
り
受
け
た
る
も
の
。

日
本
貿
易
倉
庫
株
式
会
社
株
式
五
十
株
の
第
一
回
払
込
み
内
金
の
三
七
五
円
を
払
込
、
一
株
七
円
五
十
銭
。

明
冶
生
命
保
険
株
式
会
社
披
保
険
人
募
集
（
代
理
業
）
。
被
保
険
人
十
四
人
申
込
契
約
、
金
額
四
千
百
円
。

中
津
共
立
銀
行
第
二
回
新
株
五
株
の
第
一
回
払
込
金
六
十
二
円
五
十
銭
を
支
払
、
一
株
十
二
円
五
拾
銭
。

馬
賊
製
糸
株
式
会
社
株
式
十
五
株
の
第
二
回
払
込
金
七
十
五
円
支
払
、
一
株
五
円
。

　
二
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
経
済
対
策
を
、
右
に
一
覧
し
た
が
、
二
月
七
日
、
赤
回
関
三
井
銀
行
と
の
間
に
、
軍
事
公
債
額
面
一
、
一

〇
〇
円
を
担
保
に
、
て
○
○
○
円
迄
を
当
座
引
出
小
切
手
で
「
渦
振
引
出
し
」
可
能
な
契
約
を
結
ん
だ
の
を
始
め
、
銀
行
株
式
投
資
、

地
元
の
馬
城
製
糸
株
式
会
社
、
中
津
紡
績
株
式
会
社
等
の
株
を
購
入
し
た
り
、
ま
た
、
明
治
生
命
保
険
株
式
会
社
の
代
理
店
と
し
て
、
被

保
険
人
の
大
量
契
約
を
結
ぶ
な
ど
、
積
極
的
な
増
資
対
策
を
進
め
た
。

　
我
国
の
近
代
的
な
金
融
機
関
と
し
て
の
銀
行
制
度
は
、
明
治
五
年
に
「
国
立
銀
行
法
」
が
公
布
さ
れ
て
以
来
、
急
速
に
発
展
す
る
と
と

も
に
、
私
立
銀
行
の
設
立
も
盛
行
」
心
。

　
中
津
に
は
、
明
治
四
圧
十
月
に
天
保
儀
礼
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
は
二
十
二
年
に
中
津
銀
行
と
な
っ
た
。
中
津
共
立
銀
行
は
二
十
五
年
に
開

　
　
　
（
３
）

設
さ
れ
た
。

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
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明
治
中
期
の
一
地
方
商
人
の
素
顔

一
方
、
明
治
十
年
以
降
、
全
国
的
な
風
潮
の
中
で
豊
前
地
方
に
も
蚕
糸
・
製
糸
事
業
が
波
及
し
、
明
治
二
十
九
年
、
日
足
の
佐
藤
又
四
郎

が
、
宇
佐
郡
北
馬
城
に
馬
賊
製
糸
所
を
開
業
、
三
十
年
に
は
重
松
重
治
ら
に
よ
っ
て

　
紡
績
業
の
開
始
も
盛
ん
で
、
そ
の
代
表
は
、
明
治
二
十
九
年
の
中
津
紡
績
工
場
の

柳
ケ
浦
製
糸
株
式
会
社
の
営
業
が
始
め
ら
れ
た
。

　
４
）

知

足
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
新
産
業
に
は
、
巨
大
な
資
本
投
資
が
必
要
と
な
り
、
民
間
や
銀
行
等
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　
馬
賊
製
糸
所
・
中
津
紡
績
株
式
会
社
の
設
立
に
際
し
、
必
要
と
さ
れ
た
資
本
金
集
め
に
、
賀
来
藤
三
郎
も
資
本
投
資
に
参
画
し
た
の
で

あ
る
。

　
賀
来
氏
の
商
業
経
営
は
、
こ
の
時
期
に
は
、
主
と
し
て
長
期
的
展
望
の
も
と
で
、
外
部
的
に
資
本
増
大
を
図
る
こ
と
に
置
か
れ
、
内
部

的
に
は
、
帳
簿
並
び
に
必
要
書
類
の
整
理
に
努
力
し
、
「
其
他
諸
般
ノ
事
物
、
皆
漸
次
拡
張
ノ
方
針
二
従
ヒ
、
着
々
其
歩
ヲ
進
メ
」
る
こ

と
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
当
家
に
お
け
る
当
期
の
損
益
勘
定
は
、
収
入
一
、
〇
五
六
円
余
、
こ
れ
に
対
す
る
支
出
は
⊇
一
八
円
余
で
、
差
引
純
益
は
八
二
七
円
余
と

な
っ
て
い
る
。

　
収
Ａ
面
で
主
な
も
の
は
、
本
店
及
び
第
一
支
店
の
利
益
金
、
あ
と
は
手
数
料
・
公
債
利
子
・
株
券
利
子
・
家
賃
な
ど
で
あ
り
、
支
出
の

部
で
は
支
払
利
息
が
主
と
な
り
、
地
掛
諸
費
が
こ
れ
に
次
い
だ
。

　
こ
の
純
益
金
具
八
二
七
円
余
の
う
ち
、
積
立
金
に
五
六
七
円
余
、
特
別
晴
立
に
二
四
三
円
余
、
残
る
一
六
円
余
が
株
券
購
入
費
に
当
て

ら
れ
て
い
る
。

　
資
産
及
び
負
債
に
関
す
る
総
態
を
、
第
六
項
の
、
「
賃
借
対
照
表
」
に
よ
っ
て
一
覧
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

８－



貸
　
　
借
　
　
対
　
　
照
　
　
表

　
資
産
に
属
す
る
分

第
一
支
店
投
資
金

家士公株

屋地債券

現
在
行
金

賀本
来

権瑞

九
郎

下
和
議
太
郎

仮
支
出
金

当
座
貸

定賀大典別
　
目
立
高
田
銀
行

分
貯
蓄
銀
行

末
安
次
郎

期
預
ケ
金

合
　
計

史
　
学
　
論
　
叢

　
　
　
金
　
　
　
　
額

　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
円

　
二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

　
四
、
八
四
〇
、
〇
〇
〇

　
一
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇

　
　
　
　
七
、
〇
〇
〇

　
　
　
回
一
〇
、
〇
〇
〇

　
　
　
万
一
七
、
八
六
四

　
　
　
七
九
三
、
三
九
四

　
　
　
五
〇
〇
、
〇
〇
〇

　
　
　
万
一
〇
、
〇
〇
〇

　
て
四
七
五
、
三
四
一

　
　
　
　
二
六
、
五
四
四

　
一
、
五
九
六
、
五
三
三

　
　
　
一
五
一
、
八
二
五

　
　
　
　
　
　
三
六
一

　
　
　
七
〇
〇
、
〇
〇
〇

　
　
　
一
五
〇
、
〇
〇
〇

万
一
、
ニ
ニ
ハ
、
八
六
ニ

　
　
負
債
に
岡
す
る
分

高
田
新
開
売
却
金

第
一
支
店

護
持
会

賀
来
牧
蔵

賀
来
藤
三
郎

賀
来
ミ
ツ

雑
預
り

造
石
税

廿
三
銀
行
中
津
支
店

別
口
共
立
銀
行

支
払
手
形

碩
立
金

特
別
績
立
金

三
井
銀
行
馬
関
支
店

中
津
共
立
銀
行

合
　
計

　
金
　
　
　
額

Ｉ
－
ニ
ヽ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
豹
Ｏ
Ｏ
Ｏ

　
　
七
四
四
、
九
〇
九

　
　
二
四
三
、
〇
七
〇

　
　
　
五
七
、
〇
〇
〇

　
　
七
〇
〇
、
〇
〇
〇

　
　
三
〇
〇
、
〇
〇
〇

二
、
〇
二
一
、
一
七
二

　
　
Ｉ
五
三
、
八
〇
〇

一
、
四
九
七
、
六
〇
四

一
、
四
九
五
、
〇
〇
〇

　
　
四
九
五
、
〇
〇
〇

一
、
二
七
八
、
八
八
七

　
　
四
六
三
、
一
九
四

　
　
七
八
四
、
二
二
六

　
　
九
九
五
、
〇
〇
〇

了
一
、
ニ
ニ
ハ
、
八
六
ニ

－９－



｜

｜

｜

　
　
　
明
治
中
期
の
一
地
方
商
人
の
素
顔

　
右
に
よ
っ
て
分
る
ご
と
く
、
資
産
総
額
万
一
、
二
二
八
円
余
中
、
有
金
（
現
金
）
と
し
て
、
二
二
七
円
余
を
除
く
以
外
は
、
株
券
、
公

債
・
銀
行
預
金
・
別
口
貸
付
金
等
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
外
、
高
額
の
資
産
と
し
て
は
、
第
一
支
店
開
設
・
運
営
の
た
め
の
資
金
と
し
て

の
二
、
〇
〇
〇
円
が
あ
っ
た
。

　
資
産
の
う
ち
、
財
産
の
目
録
に
は
、
所
有
す
る
株
券
、
軍
事
公
債
の
明
細
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
株
式
及
び
債
券
等
の

総
額
、
四
、
八
四
〇
円
の
う
ち
わ
け
は
、

共
立
高
田
銀
行
株
式

中
津
共
立
銀
行
株
式

日
本
貿
易
銀
行
株
式

目
本
貿
易
貪
市
株
式

北
馬
城
製
糸
株
式

中
津
紡
績
株
式

鎮
西
協
会
台
湾
事
業
費
出
費

軍
事
公
債

三
、
二
七
二
円
余

　
　
二
六
二
円
余

　
　
四
〇
〇
円

　
　
六
三
五
円

　
　
　
一
五
〇
円

　
　
　
三
〇
円

　
　
　
一
〇
〇
円

一
、
二
〇
〇
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
先
に
兄
だ
資
産
総
額
　
Ｔ
一
、
二
二
八
円
余
に
対
す
る
株
券
・
債
券
等
の
占
め
る
比
率
は
、
実
に
四
六
％
に
達
し
大
口
資
産
と
し
て
の

－10－



第
一
支
店
・
・
開
設
投
資
を
加
え
る
と
、
六
一
％
と
な
る
。

　
先
述
の
如
く
中
津
共
立
銀
行
の
設
立
は
、
二
十
五
年
五
月
、
資
本
金
一
〇
万
円
、
北
馬
賊
製
糸
株
式
会
社
・
中
津
紡
績
株
式
会
社
の
開

業
は
、
と
も
に
二
十
九
年
の
こ
と
で
あ
り
、
賀
来
氏
が
、
い
ち
早
く
、
製
糸
・
紡
績
業
に
対
し
て
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
よ
う
・

　
ま
た
、
日
本
貿
易
・
日
本
貿
易
官
軍
の
株
式
購
入
、
及
び
、
鎮
西
協
会
台
湾
事
業
へ
の
出
資
、
軍
事
公
債
の
購
入
は
、
と
も
に
時
勢
に

対
応
す
る
動
向
で
あ
っ
た
。

　
ｏ
本
店
と
支
店
の
業
務

　
賀
来
藤
三
郎
の
経
営
す
る
冷
本
店
及
び
支
店
で
は
、
本
店
は
醤
油
醸
造
を
専
業
に
、
支
店
で
は
、
衣
類
ほ
か
日
常
雑
貨
の
販
売
を
専

業
と
し
た
。
こ
の
外
、
二
十
九
年
三
月
時
点
で
、
大
分
町
に
、
大
分
第
二
支
店
な
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
実
体
は
明
ら
か
で

な
く
、
こ
の
外
、
本
店
製
品
の
版
刻
所
と
し
て
、
大
分
・
馬
関
・
広
島
・
神
戸
・
京
都
を
開
設
、
国
東
郡
内
の
、
田
染
・
田
原
・
宵
六
玉
地

方
に
は
、
出
張
販
売
を
展
開
し
て
い
た
。

　
岡
本
店
の
経
営
及
び
商
況

　
賀
来
屋
本
店
で
の
営
業
面
に
お
け
る
店
員
構
成
は
、
二
十
九
年
六
月
三
十
日
現
在
で
、
二
十
三
名
、
そ
の
内
訳
は

　
　
圭
肘
掛
一
名
　
　
　
醸
造
掛
一
四
名

　
　
販
売
掛
二
名
　
　
　
丁
児
　
　
三
名

　
　
夜
　
番
一
名
　
　
　
下
　
女
　
二
名

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
一
月
一
日
時
点
か
ら
見
る
と
、
支
店
転
勤
二
名
、
病
気
等
に
よ
る
解
雇
四
名
、
新
雇
人
七
名
等
移
動

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
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が
あ
り
、
一
名
の
増
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
店
で
醸
造
さ
る
醤
油
に
は
、
最
上
醤
油
・
桂
醤
油
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
粕
も
分
別
さ
れ
て
販
売
さ
れ
て
い
た
。

　
賀
来
屋
の
最
上
醤
油
は
、
明
治
二
十
八
年
七
月
十
一
日
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
二
等
に
入
賞
。
こ
の
直
後
か
ら
、
「
諸
人
皆
、

其
風
味
佳
良
テ
ピ
Ｊ
、
貝
、
非
常
二
徳
用
便
益
ナ
ル
ヲ
知
り
タ
ル
ヲ
以
テ
、
客
宴
ア
レ
バ
必
ズ
最
上
醤
油
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ト
唱
へ
、

本
店
ハ
勿
論
、
各
版
刻
者
敷
ヲ
増
加
」
す
る
ほ
ど
の
急
速
の
販
売
実
績
を
あ
げ
、
前
年
上
半
期
に
対
し
て
、
樽
本
数
に
し
て
二
二
本
、
石

敷
に
し
て
、
三
八
石
一
斗
二
升
七
合
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
、
そ
の
伸
び
比
は
、
二
四
・
五
％
に
及
ん
だ
。

　
一
方
、
並
の
桂
醤
油
も
、
最
上
醤
油
の
風
味
好
評
の
影
響
を
う
け
て
、
販
売
実
績
を
伸
ば
し
、
前
年
上
半
期
に
比
し
て
一
四
・
五
％
の

伸
び
を
見
た
。

　
醤
油
粕
は
、
上
等
は
再
製
、
も
し
く
は
牛
馬
飼
料
や
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　
賀
来
屋
の
醤
油
粕
も
、
最
上
粕
は
「
其
風
味
佳
良
子
と
八
番
醤
油
ヲ
再
製
シ
、
或
ハ
漬
物
ノ
床
ト
シ
テ
使
用
シ
得
ル
利
益
ア
ル
ヲ
以

テ
、
農
家
並
二
細
民
ノ
需
要
益
増
加
シ
」
毎
月
販
売
実
績
を
上
げ
、
最
も
多
い
月
に
は
、
千
余
貫
、
最
少
の
月
で
も
三
五
〇
貰
の
売
り
上

げ
を
見
た
。

　
一
方
、
並
の
桂
醤
油
粕
は
、
牛
馬
の
飼
料
と
し
て
農
家
の
需
要
が
多
く
、
ま
た
小
麦
。
・
七
島
蘭
の
肥
料
と
し
て
の
売
行
き
は
順
調
に
伸

び
、
以
前
ま
で
は
支
店
将
軍
に
在
庫
が
炭
俵
し
て
い
た
も
の
が
、
当
年
に
は
花
車
が
払
底
し
、
需
要
の
半
分
に
も
応
じ
切
れ
な
い
程
の
売

れ
行
き
と
い
う
盛
況
を
晦
め
た
。

　
で
は
、
本
店
に
お
け
る
製
品
の
販
路
及
び
、
資
材
購
入
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
明
治
二
十
九
年
上
半
期
に
は
、
賀
来
家
で
は
、
新
規
の
版
刻
所
は
開
設
し
な
か
っ
た
が
、
大
分
・
馬
関
の
雨
支
店
、
及
び
広
島
・
神
目
・



京
都
の
各
店
頭
所
、
郡
内
の
田
染
・
田
原
・
真
玉
地
方
と
各
出
張
販
売
所
で
は
顧
客
が
増
加
し
、
漸
次
に
販
路
が
拡
張
し
た
。
殊
に
、
出

張
販
売
の
う
ち
、
国
東
郡
の
田
原
出
張
販
売
は
、
東
国
東
郡
朝
来
村
・
明
治
村
に
ま
で
拡
大
、
速
見
郡
で
は
、
地
元
ハ
坂
の
醤
油
需
要
を

圧
倒
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

　
醤
油
の
醸
造
に
は
、
大
豆
・
小
麦
・
塩
を
必
要
と
し
た
。
賀
東
屋
本
店
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
原
料
の
仕
入
れ
は
、
如
何
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　
仕
入
れ
大
豆
は
、
当
期
は
多
少
の
価
格
の
上
昇
を
見
た
が
、
さ
し
て
大
き
な
変
動
な
く
、
常
に
「
朝
鮮
」
、
［
支
那
］
産
の
大
豆
の
似

絵
が
続
い
た
た
め
に
、
充
分
に
需
要
を
み
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
小
麦
は
、
二
十
八
年
末
か
ら
、
小
麦
の
一
般
需
要
が
拡
大
し
、
現
品
の
不
足
を
来
た
し
、
石
当
た
り
六
円
か
ら
七
円
の
価
格

を
も
っ
て
し
て
も
容
易
に
入
手
し
難
い
状
況
下
に
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
本
店
で
は
や
り
を
得
ず
、
一
時
仕
込
を
中
止
し
、
新
小
麦
の
収
穫
期
を
待
っ
た
が
、
明
治
二
十
九
年
春
の
収
穫
期
は
、
霖
雨

で
、
小
麦
の
成
熟
が
悪
く
、
品
質
も
ま
た
不
良
と
な
っ
た
。
従
っ
て
は
例
年
で
、
新
小
麦
は
、
一
石
当
た
り
、
四
円
な
い
し
四
円
七
八
十

銭
の
と
こ
ろ
が
、
本
年
は
、
五
円
八
十
銭
か
ら
六
円
の
市
価
と
な
り
、
仕
入
れ
に
苦
労
し
た
。

　
一
方
、
店
に
つ
い
て
は
、
二
十
八
年
十
月
下
旬
・
「
、
是
永
彦
米
と
小
野
丹
蔵
の
二
名
か
ら
、
三
百
石
余
の
良
質
店
の
一
括
購
入
契
約
を
結

び
、
十
一
月
及
び
二
十
九
年
一
月
の
二
回
に
亘
り
倉
入
れ
し
て
い
た
た
め
四
月
頃
ま
で
の
新
規
購
入
の
必
要
は
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
花

軍
が
欠
乏
し
た
た
め
、
購
入
計
画
を
図
っ
た
も
の
の
、
春
以
来
の
降
雨
の
た
め
、
地
場
で
の
製
塩
高
が
減
少
、
市
場
へ
の
店
の
供
給
量
が

乏
し
く
な
っ
た
。
五
月
上
旬
、
そ
こ
で
馬
関
に
手
配
し
、
一
挙
に
四
百
石
に
及
ぶ
大
量
の
店
を
購
入
す
る
手
段
を
講
じ
た
。
当
初
、
こ
の

大
量
購
入
に
際
し
、
価
格
下
落
の
折
に
は
大
き
な
損
失
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
が
、
店
価
は
予
想
に
反
し
、
長
雨
の
影
響

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
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明
治
中
期
の
一
地
方
商
人
の
素
顔

を
受
け
て
、
一
石
当
り
二
円
余
に
高
騰
、
そ
の
値
は
、
前
年
末
に
購
入
し
た
庖
価
の
三
倍
余
、
馬
関
で
大
量
に
購
入
し
た
価
格
の
二
倍
余

に
達
し
、
「
以
テ
多
少
ノ
利
潤
ヲ
博
ス
ル
事
ヲ
得
ク
リ
」
と
い
う
。

　
こ
の
期
の
大
豆
・
小
麦
・
庖
の
仕
入
れ
量
は
、
次
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
豆
・
小
豆
・
塩
の
仕
入
・
価
格
一
覧

庖 小

麦

太

一一
見

品

名

一
九

－一一

四

〇

〇

一
一
四

　ゝ

一
一
一
一
〇

一
〇
　｀石

－
Ｏ
○

前
年

繰
越
石
数

五

凹
--一一

七

〇

五

－

七
－
一
　ゝ

一
一
〇

七

－
一
〇

一
一
　｀石

一一
一
一

〇

買

入

石

敷

四

六

六

一一
一
一
七

九

五

五

一

八
一一

一

一

一－
一
一一
べ円

一
一
一一
〇

買

入

金

額

七
五
八

五

五

七六

五

　｀円
六

九
一

－
石

代
価

－一
一七
八

一

〇

〇

一
一〇

六
八
五

一
一
〇ぐ

ｸ;

後
期

繰
越

　
こ
の
原
料
の
仕
入
に
つ
い
て
、
第
六
項
「
処
煙
セ
シ
要
件
並
二
重
要
記
事
」
の
内
か
ら
、
関
係
記
事
を
抄
出
し
、
一
覧
す
る
と
、
次
夫

の
如
く
で
あ
る
。
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月 日 品　名 量 金　額 備　　　　　考

１ ３ 大　豆 ５斗2升6合 ５円 白井卯七より

１ 4.5 塩 １１７石7斗8升 前年残石

１ ８ 大　豆 36俵 久次・亀作より

１ １４ 大　豆 40石 宗五郎より

１ １４ 小　麦 16俵
小麦払庇、瀬々秋太耶､河野
康夫両人を堅果に遣し買入

１ １６ 大　豆 70俵 大分より帰港せる普賢丸よ
り水揚げ

１ ２０ 小　麦 2俵 柴田仲七より

１ ２１ 小　麦 6俵 白井伝七より

１ ２２ 小　麦 2俵 払田安平より

１ ２４ 小　麦 10石 鶴田初二郎より

１ ２５ 小　麦
久次、亀作に速見郡杵築地

方に赴く序に買入依頼

１ ２６ 小　麦 少量 広永安平の周旋により農家
より直接買入

１ ２７ 大　豆 11石2斗 荒金丸より水禍

２ １８ 小　麦 23俵 久次、亀作杵築にて買付け
の分､外収入１俵着荷

３ ３ 小　麦
第一普賢丸小麦、空樽積入
れ帰港陸揚げ

３ ２９ 大　豆 ２２０臥
荒金丸より陸揚げ
空樽７０丁共

４ ４ 小　麦 ３俵
普賢丸、和平船より陸揚げ
空樽１６丁共

４ ２７ 大　豆 60吠 馬関より帰港、荒金丸より
陸揚げ、大樽２９丁共

５ ９ 小　麦 75俵 第２支店より送付、第２普
賢丸輸送陸揚げ

－15
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一
月
三
日
か
ら
、
五
月
初
旬
に
か
け
て
の
、
小
麦
。
・
大
豆
の
仕
入
れ
に
は
、
白
井
卯
七
か
ら
大
豆
五
斗
二
升
余
、
二
十
七
日
の
小
麦
六

俵
の
ほ
か
、
一
月
二
十
日
の
柴
田
仲
七
か
ら
の
小
麦
二
俵
、
一
月
二
十
二
目
の
払
田
安
平
か
ら
の
小
麦
二
俵
買
入
れ
の
例
な
ど
、
地
場
か

ら
と
思
わ
れ
る
少
量
の
原
料
仕
入
れ
の
例
の
ほ
か
、
十
俵
単
位
の
買
入
れ
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
普
賢
丸
や
荒
金
丸
な
ど
、
持
前

と
思
わ
れ
る
前
を
用
い
て
の
、
他
地
方
か
ら
の
買
入
れ
の
例
も
少
な
く
な
く
、
一
月
十
六
日
に
は
、
大
分
か
ら
帰
着
し
た
普
賢
丸
か
ら
は

大
豆
四
十
俵
、
一
月
二
十
七
日
、
荒
金
丸
か
ら
大
豆
十
一
石
二
斗
、
三
月
二
十
九
日
に
は
、
二
二
〇
臥
の
大
豆
を
荒
金
丸
か
ら
陸
揚
げ
し

て
い
る
。
ま
た
四
月
二
十
七
日
に
は
、
馬
関
か
ら
帰
港
し
た
荒
金
丸
か
ら
、
大
豆
六
十
臥
を
陸
揚
げ
し
て
い
る
。

　
こ
の
様
に
原
料
の
仕
入
れ
に
は
、
地
場
買
い
・
他
所
買
い
の
二
極
が
あ
り
、
一
月
二
十
五
目
に
は
、
久
次
・
亀
作
が
速
見
郡
杵
築
地
方

に
赴
く
際
、
小
麦
の
買
い
付
け
を
依
頼
、
ま
た
翌
一
月
二
十
六
日
に
は
、
広
永
安
平
に
依
頼
し
て
、
農
家
か
ら
の
直
接
購
入
の
手
段
を
講

じ
て
い
る
。
大
豆
・
小
麦
の
原
料
仕
入
れ
に
、
各
種
の
方
法
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
一
方
、
製
品
の
輸
出
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
同
じ
、
第
六
項
の
「
処
理
セ
シ
要
件
並
二
兎
俯
記
事
」
か
ら
、
一
覧
す
る
と
次
夫
の
如

く
で
あ
る
。

-
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月 日 輸　出　量 送　り　先 備　　　　　　考

１ ９ 最上33入5丁 赤開聞第３支店 汽船にて

１ １０ 桂大樽10丁 Z/ μ

１ １２ 殼上３３入10丁 〃 佳人樽５０丁を荒金丸に積み込む

２ ５ 堰簡６ケ 大分第２支店 大分第２支店に歳暮賜物用として送付

馬車便

２ ８ 最上33人14丁 Z/ 第二普賢丸にて、桂大樽１０丁共に

２ １２ 殼上33人30丁 Z/ 第一普賢丸にて、社人樽４０丁共に

２ ２９ 最上３３人30丁 馬関第２支店 荒川丸に積込か　桂４０丁と共に

２ 〃 〃　　5丁 // 汽船に積込

３ 〃 般上３３入5丁 Z/ 汽船に積込

３ １５ 殼上33入２５丁 大分第２支店 佳人樽４０丁共に第一普賢丸に槙込

３ １６ 最上･桂各10丁 // 第一普賢丸に積込

３ １６ 最上33入5丁 馬関節３支店 壮大樽５丁共　汽船積込み

３ ２３ 殼上３３人１０丁 広島山根藤試行 汽船にて

３ ２４ 能上３３人５丁 神戸林和介行 /Z

３ ３０ 最上33入20丁 第３支店行 桂３５丁共　荒金丸に栢込む

４ ２７ 最上３５丁 大分第２支店 桂４０Ｔ共に第一普賢九に積込む

５ ８ 最上33入20丁 赤間関第３支店 桂大樹に３０丁共に荒金丸に積込み

５ ９ 殼上３３入５丁 〃 汽船により

５ １７ 最上33入２０丁 広島山根行 第二普賢丸に積入れ、長州柳航
汽船に積込む

５ ２９ 最上33入10丁 京都安盛商店 汽船にて

５ Z/ 綬上３３入７丁 神戸林和介行 汽船にて

５ ３１ 最上３３入１０丁 赤関関第３支店 /Z

６ ２２ 最上３３入35丁 大分第２支店
社人樽４０丁共に、第一一普賢丸に積
込み

-－17－
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明
治
中
期
の
一
地
方
商
人
の
素
顔

　
衷
中
「
3
3
入
」
と
は
三
斗
三
升
入
り
樽
の
こ
と
、
表
で
示
さ
れ
る
一
月
九
日
以
降
、
六
月
二
十
二
日
迄
の
回
に
債
み
出
さ
れ
た
醤
油
は

最
上
醤
油
で
、
三
斗
三
升
入
り
樽
分
の
み
で
三
二
六
丁
、
一
〇
七
石
余
に
達
し
、
外
に
桂
醤
油
三
三
〇
樽
一
〇
八
石
余
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
第
一
支
店
の
経
営

　
醤
油
醸
造
を
専
業
と
す
る
賀
東
屋
本
店
に
対
し
て
、
そ
の
第
一
支
店
は
、
多
様
な
物
品
を
投
っ
た
。

　
こ
の
支
店
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
に
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
、
明
治
二
十
年
代
初
期
に
開
設
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
第
一
支
店
は
、
本
店
が
、
二
、
〇
〇
〇
円
の
資
本
金
を
投
じ
て
開
設
し
た
も
の
で
、
二
十
九
年
六
月
現
在
で
、
出
納
係
一
名
・
販

売
係
二
名
・
簿
記
係
一
名
・
同
見
習
一
名
し
汀
児
二
名
・
夜
番
一
名
・
下
女
一
名
の
計
十
名
の
店
員
か
ら
成
り
、
簿
記
脈
の
河
野
康
夫
は

同
年
三
月
十
六
日
か
ら
本
店
主
計
係
の
か
た
わ
ら
、
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

　
支
店
の
経
営
状
態
は
、
損
益
勘
定
表
・
利
益
分
配
計
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
等
に
よ
っ
て
明
細
が
知
ら
れ
る
。

　
勘
定
表
に
よ
る
と
、
二
十
九
年
度
上
半
期
の
収
益
は
、
商
品
売
上
金
一
、
〇
四
六
円
余
・
は
雑
収
入
三
一
円
余
の
計
一
、
〇
七
七
円
余
で

あ
っ
た
。
一
方
支
出
は
、
営
業
税
七
円
余
の
他
、
や
や
多
額
の
雑
費
支
出
三
〇
一
円
余
を
含
め
て
、
計
四
四
五
円
余
、
差
引
綿
益
金
は
、

六
三
二
円
余
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
綿
益
金
の
う
ち
、
二
割
の
で
一
六
円
余
は
績
立
金
、
残
る
五
〇
五
円
余
は
本
店
の
経
理
に
繰
り
入
れ

さ
れ
た
。
貸
借
対
照
表
に
は
、
資
産
に
属
す
る
分
と
し
て
「
当
座
預
」
七
〇
〇
円
余
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
財
産
目
録
に
は
「
言
金
串

（
本
店
）
預
け
高
）
と
あ
り
、
「
現
在
有
金
」
は
、
一
円
余
だ
け
が
堅
え
る
の
で
、
支
店
の
実
質
的
経
理
は
本
店
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
も

の
ら
し
い
。

　
同
支
店
の
財
政
資
産
は
、
右
の
当
密
偵
七
〇
〇
円
余
の
ほ
か
在
庫
商
品
五
、
五
回
二
円
余
を
加
え
て
、
六
、
二
Ｉ
五
円
余
と
な
り
、
本

一18-



店
の
二
二
、
二
二
八
円
余
の
、
四
七
％
程
度
で
あ
っ
た
。

　
第
一
支
店
の
財
産
目
録
に
よ
る
と
、
取
り
扱
い
品
目
は
、
呉
服
・
帯
地
・
小
袖
・
錦
・
太
物
・
足
袋
・
打
紐
・
唐
物
・
洋
傘
・
帽
子
・

雑
糸
・
箪
笥
・
長
持
・
塗
物
・
紙
・
筆
・
墨
・
和
傘
・
木
炭
の
外
、
雑
貨
一
般
で
あ
っ
て
い
た
。

　
同
店
の
商
況
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
第
二
章
に
よ
っ
て
、
そ
の
明
細
が
知
ら
れ
る
。

　
冒
頭
で
も
述
べ
た
如
く
、
日
清
戦
争
直
後
の
社
会
は
、
米
穀
・
木
蝋
・
櫨
実
の
高
騰
及
び
、
職
人
賃
金
の
値
上
げ
等
に
よ
っ
て
、
一
般

の
購
買
力
は
、
一
時
的
に
上
昇
し
た
。

　
賀
来
氏
の
報
告
書
は
、
第
一
支
店
の
商
況
に
つ
い
て
、
呉
服
類
・
小
袖
類
・
洋
反
物
・
箪
笥
及
塗
物
類
・
錦
打
紐
筆
紙
墨
和
傘
等
と
類

別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
況
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
呉
服
類
に
つ
い
て
は

糸
織
雑
糸
等
ノ
着
尺
物
売
行
員
モ
多
シ
、
縮
緬
友
染
及
ヒ
両
用
羽
織
地
モ
亦
、
多
額
ノ
売
行
ア
リ
タ
リ
、
絹
織
羽
織
地
ハ
、
値
安
物
ノ

売
行
更
二
無
カ
リ
シ
ト
雖
モ
、
五
円
以
上
、
七
八
円
ノ
モ
ノ
ハ
可
ナ
リ
ノ
売
行
ア
リ
タ
リ
、
御
召
・
平
御
召
・
綾
糸
織
ハ
、
単
衣
用
ト

シ
テ
、
前
年
度
ョ
リ
モ
多
額
ノ
売
行
ア
リ
タ
リ
。

と
記
し
、
戦
後
社
会
の
好
景
気
は
、
値
段
の
安
い
物
品
よ
り
も
、
高
額
品
へ
の
志
向
が
強
か
っ
た
ら
し
い
。

　
小
袖
類
帯
地
類
に
つ
い
て
は
、
元
来
こ
の
地
方
で
は
、
専
ら
古
着
の
購
入
が
普
通
で
あ
り
、
特
に
呉
服
商
と
し
て
小
袖
の
販
売
の
事
例

は
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
仕
入
新
小
袖
の
宣
伝
に
努
め
た
結
果
、
旧
慣
も
次
第
に
改
ま
り
、
顧
客
の
注
意
を
引
き
、
以
前
に
比
し
て
著

し
い
売
上
げ
を
見
る
こ
と
に
な
り
、
将
来
、
最
も
期
待
さ
る
べ
き
商
品
の
Ｉ
つ
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
史
　
学
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帯
地
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
九
寸
物
の
売
行
き
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
当
期
に
な
る
と
、
広
帯
の
顧
客
が
増
大
し
た
。
そ
の
原
因
は
、

近
時
の
広
帯
の
流
行
の
時
流
に
乗
っ
た
こ
と
と
、
他
に
は
、
前
年
度
の
在
庫
品
を
、
呉
服
の
騰
費
と
と
も
に
正
札
の
訂
正
を
し
た
も
の
の

新
仕
人
品
の
価
格
に
比
し
て
、
。
低
価
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
洋
反
物
類
の
売
行
き
も
好
調
で
あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
、
久
留
米
絣
は
極
め
て
好
評
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
地
質
染
付
け
が
良
く

丈
夫
で
徳
用
で
あ
る
た
め
、
価
格
は
騰
貴
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
状
な
程
の
売
上
げ
実
績
を
見
た
。
浴
衣
は
主
に
東
京
絣
も
の
の
み

が
好
評
で
あ
り
、
ネ
ル
紋
大
柄
・
阿
波
縮
大
柄
な
ど
は
売
行
不
調
、
そ
の
原
因
は
、
需
要
者
の
嗜
好
が
高
尚
化
し
、
値
段
の
安
物
に
至
っ

て
は
関
心
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
と
い
う
。

　
箪
笥
・
塗
物
類
は
、
前
年
に
比
し
て
売
上
げ
は
格
別
に
仲
び
た
が
、
こ
れ
は
他
店
に
比
し
て
低
価
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
四
月
上
旬

か
ら
下
旬
迄
、
注
文
品
の
延
着
の
為
に
一
時
、
金
品
品
切
れ
と
な
っ
た
。
上
半
期
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
購
買
力
の
上
昇
し
た
原
因
は
、

社
会
一
般
の
嗜
好
が
多
少
奢
侈
に
及
ん
だ
為
で
、
品
質
の
上
等
な
も
の
程
、
売
行
き
が
良
か
っ
た
。

　
以
上
は
、
第
一
支
店
の
商
況
で
あ
る
が
、
二
十
九
年
一
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
上
半
期
は
、
民
間
購
買
力
の
増
大
に
加
え
て
、
衣
類

・
家
具
等
に
対
す
る
嗜
好
の
変
質
・
高
尚
化
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
物
価
及
び
商
品
仕
入
れ
対
策
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。

上
半
期
一
・
二
月
、
呉
服
類
は
、
前
年
に
比
し
て
門
・
五
割
の
謄
貴
を
見
た
時
で
あ
っ
た
故
、
商
品
の
仕
入
れ
の
際
、
品
切
品
の
補
充
の

み
を
行
っ
た
た
め
、
爾
後
、
始
終
品
切
れ
状
態
と
な
っ
た
。
四
月
に
入
り
、
生
糸
暴
落
に
よ
っ
て
大
阪
で
は
呉
服
の
相
場
は
三
・
回
訓
の

下
落
を
見
た
が
、
実
際
の
小
売
で
は
、
売
行
季
節
の
短
か
い
良
剤
両
用
羽
織
地
の
類
が
、
一
・
二
割
の
下
落
し
た
ば
か
り
で
、
縞
類
・
縮

緬
・
友
染
等
に
は
影
響
は
な
く
、
銘
仙
・
上
布
は
依
然
高
値
の
ま
ま
で
、
細
羽
織
地
の
卸
き
は
、
却
っ
て
一
割
以
上
の
騰
貴
を
見
た
。
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洋
反
物
・
太
物
は
一
割
程
度
、
久
留
米
絣
は
二
割
以
上
の
騰
貴
を
見
た
も
の
の
「
金
融
緩
漫
ニ
シ
テ
、
一
般
ノ
購
買
カ
ヲ
増
シ
タ
ル
ヲ

以
」
て
、
売
捌
き
に
は
支
障
な
か
っ
た
。

　
箪
笥
類
は
、
年
末
仕
入
価
格
の
一
割
高
、
一
∇
三
年
前
に
比
す
る
と
、
五
割
以
上
の
値
上
げ
と
な
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
、
産
地
広
島

に
お
け
る
村
本
及
び
職
工
賃
銀
の
騰
貴
に
よ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
顧
客
は
、
同
店
の
所
在
す
る
高
田
周
辺
・
宇
佐
郡
一
円
及
び
東
国
東
郡
・
速
見
郡
に
展
開
し
、
近
年
で
は
「
中
等
以
上
の
華
客
」
が
増

加
し
、
祝
儀
買
物
に
至
っ
て
は
、
百
円
内
外
の
金
額
に
達
す
る
例
も
多
く
、
将
来
は
販
路
を
益
々
拡
張
の
必
要
あ
り
と
見
て
い
る
。

　
第
一
支
店
に
お
け
る
、
衣
類
売
行
の
好
調
の
原
因
に
は
、
当
店
独
特
の
工
夫
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

　
改
良
進
歩
シ
タ
ル
点
ト
モ
名
ツ
ク
ヘ
キ
ハ
、
務
メ
テ
見
本
二
依
リ
テ
、
販
売
ヲ
為
ス
ノ
方
針
ヲ
取
リ
テ
、
友
染
・
鹿
ノ
子
・
更
紗
等

ハ
悉
夕
鶴
一
片
ヲ
切
り
綴
リ
テ
見
本
帳
ヲ
製
シ
タ
ル
事
ニ
テ
、
顧
客
ハ
ー
見
以
テ
能
夕
自
己
ノ
意
二
適
ス
ル
モ
ノ
ヲ
撰
択
ス
ル
事
ヲ
得

ル
ト
武
ニ
、
商
品
ノ
整
理
、
常
二
武
官
シ
キ
ヲ
得
テ
、
品
質
ヲ
毀
損
、
紛
失
ス
ル
ノ
憂
ヲ
除
ク
等
多
ク
ノ
便
利
ヲ
得
タ
リ

と
述
べ
、
商
品
管
理
の
強
化
と
販
売
法
の
工
夫
が
、
商
況
好
調
の
原
因
と
い
う
。

　
一
方
、
五
月
中
旬
に
は
、
紡
糸
綿
類
の
販
売
を
中
止
し
「
務
メ
テ
雑
品
ノ
売
捌
ヲ
止
メ
テ
、
一
意
呉
服
太
物
ノ
売
捌
ヲ
ナ
ス
ノ
方
針
ヲ

取
」
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
「
売
捌
上
、
種
々
ノ
紛
雑
ヲ
除
キ
テ
、
能
ク
諸
般
ノ
秩
序
ヲ
保
チ
、
且
、
店
員
常
々
単
純
ノ
事
物
ニ
ノ
ミ
接

ス
ル
ヲ
以
テ
、
却
テ
、
其
経
験
熟
練
ヲ
増
進
易
カ
ラ
シ
メ
、
益
、
店
務
整
理
・
業
務
拡
張
ノ
実
ヲ
挙
グ
ル
」
に
あ
る
と
い
う
。

史
　
学
　
論
　
叢
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明
治
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損
益
勘
定
表

｜

｜

｜

｜

－

‐

－

利

益
分
配

計
算
書

合

計

一

〇

七
七

九
七
八

差　恩雑年営

引小　　　　業

純以料費給税

益

金

六四　三

三四六〇七

二五〇一六七

　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ円

四五〇八六〇

二五〇七六二

ー七〇〇二五

支
出
之
部

金

額

合

計

－

○

七
七

九

七
八

雑商
　品

益売
　買
　益

　－

　○
三四
一六

　｀　｀円

四五_乙
ひ回
/X一

収
入
の
部

金

額

五
〇
五
、
九

三
七

一
二
六
屑
四
八
四

　
　
　
　
　
円

六
三
二
．
四
二
一

合

計

－ベ

ー
一一

五

－－
一五

九

現高当

社　座

有品預

金

　五

　五七

　一〇

一三〇

　｀　｀　｀円

五一七

〇〇五

〇〇九

資
産

－
一
肩

ス

ル
分

貸
借
対
照
表

合

計

六

一=--
一
－一

四

－一

一

六

一－
一
－一

四

一一

一

合

計

ﾕ一
ベ

ー一

－

五

一－
一
五

九

借債貴

人立本

金金金

一　　一一一　一
　ゝ　　ゝ

四七〇

八二〇

五九〇

　｀　｀　｀円

五八〇

二三〇

五四〇

負
債
－
－胴

ス

ル
分

当
期
純
益
金

　
内
積
立
金
（
純
益
金
百
分
ノ
二
十
）

　
　
兪
金
庫
へ
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財
　
産
　
　
目
　
　
録

今
金
串
へ
預
ケ
高

商
品
　
内
訳
呉
服

　
　
　
帯
地

　
　
　
小
袖

　
　
　
錦

　
　
　
太
物

　
　
　
足
袋

　
　
　
打
紐

　
　
　
唐
物

　
　
　
洋
傘

　
　
　
帽
子

　
　
　
雑
糸

　
　
　
箪
笥

　
　
　
長
詩

　
　
　
塗
物

筆紙

史
　
学
　
論
　
叢

　
　
七
〇
〇
咽
七
五
九

五
、
五
回
二
、
一
〇
〇

一
、
四
四
六
、
ハ
コ
ー

　
　
三
八
九
、
六
コ
ー

　
　
一
九
二
、
三
五
〇

　
　
　
一
五
、
六
二
五

一
、
九
九
〇
、
〇
六
三

　
　
　
七
一
、
二
二
三

　
　
　
二
〇
、
二
〇
九

　
　
八
コ
一
、
万
一
五

　
　
一
　
一
　
一
、
〇
六
八

　
　
　
七
五
、
四
七
八

　
　
　
七
〇
、
九
五
一

　
　
　
三
六
、
一
〇
〇

　
　
　
　
五
、
六
五
〇

　
　
　
三
八
、
六
三
七

　
　
　
九
五
、
九
六
二

　
　
　
二
Ｉ
、
七
五
六

　
右
ペ
ー
ジ
の
損
益
勘
定
・
利
益
分
配
・
賃
借
対
照
の
三
夫
及
び
、
上

記
の
財
産
目
録
は
、
△
ず
第
一
支
店
の
営
業
に
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
損
益
勘
定
喪
中
の
支
出
之
部
の
う
ち
、
圧
倒
的
多
額
を
占
め
る
「
雑

費
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
費
目
の
性
格
や
明
細
な
ど
は
知
り
得
な
い
。

ま
た
、
こ
の
夫
中
の
純
益
金
の
処
理
は
、
次
夫
の
「
利
益
配
分
計
画
書
」

と
し
て
導
き
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
中
の
「
積
立
金
」
の
比
率
・
純
益
金

の
百
分
の
二
十
と
い
う
数
字
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
が
、
当
時
「
公
定
」

さ
れ
た
法
規
的
数
値
な
の
か
、
当
家
独
自
の
計
画
的
数
値
な
の
が
、
確

認
し
難
い
。
喪
中
「
兪
金
串
へ
」
と
い
う
純
益
金
の
本
店
合
計
へ
の

繰
り
込
み
は
、
同
支
店
の
独
立
性
の
弱
さ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
貸
借

対
照
喪
中
の
負
債
に
属
す
る
「
資
本
金
」
二
千
円
は
、
こ
の
第
一
支
店

の
開
設
資
金
で
あ
る
が
、
こ
の
金
は
、
本
店
の
賃
借
対
照
表
（
８
ペ
ー

ジ
）
中
の
「
第
一
支
店
投
資
金
」
と
記
名
さ
れ
る
も
の
。
二
千
円
に
及

ぶ
高
額
な
資
金
は
、
賀
来
氏
の
所
有
す
る
「
高
田
新
開
売
却
」
に
よ
る

と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
本
店
の
収
支
決
算
で
は
「
負
債
に
属
す
る
」
と

見
え
る
の
で
、
新
開
田
地
の
完
全
な
売
却
で
は
な
く
、
抵
当
権
設
置
に

よ
る
「
借
入
金
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の

二
千
円
は
、
帳
簿
上
、
第
一
支
店
の
「
負
債
」
と
し
て
、
対
照
表
に
記

載
さ
れ
た
。
続
く
賃
借
対
照
喪
中
の
資
産
の
う
ち
「
商
品
」
五
、
五
一

三
円
の
内
訳
が
、
上
記
「
財
産
目
録
」
中
の
「
内
訳
」
で
あ
る
。
「
財

産
」
と
し
て
の
「
商
品
」
は
「
在
庫
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
第

-
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和墨
傘

　
　
　
雑
物

　
　
　
木
炭

　
　
　
　
小
貝

現
在
金

　
　
　
　
三
、
八
一
二

　
　
　
三
五
、
八
七
一

　
　
　
七
八
、
六
九
六

　
　
　
　
一
、
〇
九
〇

五
、
五
一
三
、
一
〇
〇

　
　
　
　
一
、
五
〇
〇

‐

‐

－

‐

‐

一
支
店
で
は
、
「
太
物
」
の
Ｉ
、
九
九
〇
円
余
を
最
高
と
し
て
、
呉
服

の
Ｉ
、
四
四
六
円
余
、
以
下
の
「
唐
物
」
「
帯
地
」
と
続
い
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
表
に
は
、
在
庫
品
の
数
量
明
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
多
額
少
量
も
し
く
は
少
額
多
量
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た

　
「
往
庫
金
額
」
に
な
る
の
か
確
証
し
難
い
。
打
算
的
な
商
人
と
し
て
は

当
惑
で
あ
ろ
う
が
、
売
行
き
不
振
の
商
品
は
見
捨
て
る
。
賀
来
氏
と
て

例
外
で
な
く
、
「
雑
品
ノ
売
捌
ヲ
止
メ
」
て
呉
服
太
物
に
集
中
す
る
た
め
、
五
月
十
五
日
、
紹
糸
鋸
類
の
販
売
を
中
止
し
、
在
庫
の
残
品

全
て
を
賀
来
安
次
郎
に
譲
渡
し
た
。
恐
ら
く
こ
の
物
品
が
売
行
き
不
振
の
た
め
、
扱
い
を
中
止
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
四
、
結
　
語

　
賀
米
屋
の
経
営
に
か
か
お
る
江
戸
期
の
帳
簿
類
は
若
干
量
が
遺
存
し
て
お
り
、
そ
の
実
態
を
知
り
得
る
。
し
か
し
、
明
治
二
十
年
代
の

史
料
は
、
こ
の
営
業
報
告
書
の
外
、
一
切
見
当
ら
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
後
、
こ
の
賀
米
屋
の
経
営
が
、
ど
の
よ
う
に
消
長
∴
波
間
す
る

か
の
経
緯
に
つ
い
て
の
詳
し
い
様
子
は
知
り
難
い
。

　
十
八
世
紀
の
初
期
に
、
す
で
に
花
町
商
人
と
し
て
営
業
を
始
め
て
い
た
と
い
う
、
い
ね
ば
比
較
的
体
質
の
古
い
賀
米
氏
が
、
明
治
維
新

と
い
う
大
改
革
の
波
涛
を
乗
り
切
り
、
維
新
後
の
更
に
新
ら
し
い
世
情
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
こ
の
一
点
の
、
単
発
的
な
史
料
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の
中
に
も
充
分
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

勿
論
、
銀
行
・
製
糸
業
な
ど
に
対
す
る
賀
来
氏
の
投
資
は
、
そ
の
資
金
量
と
し
て
は
、
全
国
的
な
視
野
か
ら
見
れ
ば
微
々
た
る
も
の
に
過

ぎ
な
い
が
、
新
時
代
に
対
処
し
ょ
う
と
す
る
一
地
方
商
人
の
志
向
の
程
は
伺
い
得
よ
う
。

　
明
治
二
十
年
代
、
銀
行
業
や
新
産
業
の
展
開
、
新
ら
し
い
流
通
体
制
の
中
で
生
き
続
け
る
地
方
所
在
の
一
商
家
の
素
顔
を
紹
介
す
る
次

第
で
あ
る
。

注

（
１
）
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
史
料
「
四
七
丙
・
六
六
号
」

（
２
）
「
豊
後
に
お
け
る
在
町
商
人
の
研
究
」
長
友
禎
治
外
『
大
分
県
地
史
』
第
九
八
号

（
３
）
『
大
分
の
歴
史
』
第
八
巻
、
Ｐ
二
三
六
？
七
『
大
分
県
政
史
』

（
４
）
『
大
分
の
歴
史
』
第
八
巻
、
Ｐ
二
回
四
ヽ
天
一
四
五

史
　
学
　
論
　
叢
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